<Articles>Problems of Introducing Career Education to the General Senior High Schools : On the Vision of the Comprehensive Learning Time by 山﨑 保寿 & Yamazaki Yasutoshi
＜自由研究＞普通科高等学校におけるキャリア教育
導入の課題に関する考察　： 「総合的な学習の時
間」を視野に入れて
著者 山? 保寿
雑誌名 学校経営研究
巻 24
ページ 30-40
発行年 1999-04-01
その他のタイトル <Articles>Problems of Introducing Career
Education to the General Senior High Schools :
On the Vision of the Comprehensive Learning
Time
URL http://hdl.handle.net/2241/00125490
普通科高等学校におけるキャリア教育導入の課題に関する考察
一一一「総合的な学習の時間Jを視野に入れて一一
信州大学山崎保寿
1 .問題の所在
平成9年度学校基本調査によると、高等学校学科男IJ生徒数の中で普通科の占める割合は73.7%、
そのうち普通科から大学等への進学率は48.7%であり、他は専修学校等およひ滅職などである。普
通科高校の約半数の生徒は専修学校等への進学者ないしは就I哉者が占めており、普通科高校におけ
るi職業的な教育は重要な課題である。普通科高校でも、生徒の多様化に応じて、職業科目を選択科
目として設置したり、学校関連携によって、普通科高校の生徒が専門高校の職業科目を履修できる
ところが増加してきでいる(1)。
問題は、大学進学率が高い普通科高校の場合である。 r進学志向を呂的とした普通科の教育課程
は、通常、ほとんど普通科に関する教科・科目から構成されている。このため、生徒の関心の大部
分は、最終的にと、の大学なと、に進学するかにあって、普通教科の学習成果を職業や仕事の中で生か
すことや織業的な知識や技術を身に付ける学習機会を逸しているJ(2)という指摘があるように、大
学受験科自を中心とした教育課程の中で職業に対する理解を深める指導を取り入れていくことは必
ずしも容易ではない。
いずれ、生徒がj践業に就くことを考えると、大学進学率が高い普通科高校であっても、現在以上
にj職業に対する理解を深める指導や、職業選択に関する指導が重視されなければならない。大学等
へ進学する生徒に対して、高校生段階の発達課題を考慮して、人生の長期的展望に立って職業の在
り方や自己と社会との関係を考えさせる指導が必要である。
こうした状況を改善する方法のーっとして、キャリア教育の考えを基本にした進路指導を進める
ことが考えられる。キャリア教育は、米キャリア教育奨励法(3) (Career Educa t i onlncen t i veAc t) 
で、 r{国人が人間の生き方の一部として、職業や職業について学び、人生上の儲リや選択と職業的
価値観とを関連づけることができるように計画化された経験の全体J(4)と定義されたものである。
これは、それまでの織業教育が職業への準備教育に主眼が置かれていたのに対して、職業教育とア
カデミックな教育を統合する方向で、 「知的教育、職業的教育の双方を統一する新しい教育制度、
教育技術を内容J(5)とする発達的な考え方に立つものである。
我が国の進路指導をキャリア教育の観点から考察した先行研究としては、まず、藤田晃之の『キ
ャリア開発教育制度研究序説~ (教育開発研究所、 1997年)があげられる。これは、アメリカにお
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けるキャ 1)ア教育の動向を精査し職業ガイダンスからキャリア教育への推移とその要因を明らかに
し我が国における戦後から今日に至る中学校の進路指導を理念と実践の側面から分析した精力的
な研究である。藤田は、キャリア開発教育という概念を提唱し、それは、自己実現を究極の自的と
しつつ、しごととライフパートナーの選択を援助する行為であり、カウンセリングとガイダンスの
双方を実践することに意義を見出すものである。
この研究と本研究とは、本研究がキャリア教育の中に教育課程の選択制を積極的に含めている点
と進路指導におけるキャリア開発の側面よりも発達的な側面を重視する点に若干の差異を認めるこ
とができるものの、キャ 1)ア教育の基本的概念は共通である。しかし、本研究が考察の対象を高等
学校の進路指導においている点は大きく異なっている。
次に、文部省委認済究 f職業教育及び進路指導に関する基礎的研究(最終報告)J (職業教育。
進路指導研究会、代表UlJl崎武、 1998年)があげられる。これは、英・仏・独・米四カ国の織業教育
を比較したうえで、我が国におけるキャリア発達能力の構造化モデルを提示したものである。この
モデルの構成内容は、キャリア設計、キャリア'情報探索と活用、意思決定、人間関係の四つの能力
であり、この四能力を小学校から高等学校まで発達的に育成する指導過程が考案されている。この
{~汚モでは、モデルを構成しただけでなく、それに基づく学校種別の試案的な実践プログラムを作成
している点が一制面されるが、高等学校の実践フログラムに関しては、職場体験学習、進路相談、上
級学校見学という代表的なフログラムを提示するに止まっている。
また、実践例としては、昭和54年頃から我が国の高等学校で、キャリア教育が行われた例はあるが、
教育課程の改訂、学科噺肩、進路指導観の転換なと、の影響によって、進路指導的生り方生き方の指
導にウェイトが置かれるようになり、キャリア教青の名称は表面から後退していった(6)。普通科高
校におけるキャリア教育の考えに関しては、必ずしも実際の進路指導の過程へ十分に浸透している
とは言い難いのカ吉見状である。
そこで、本積で凶隼路指導本来の意味がもっ発達的側面を検討したうえで、普通科高校における
キャリア教育導入の課題を明らかにする。
2.本研究の課題
本稿では、普通科高校におけるキャリア教育導入の課題を明らかにするために、まず、キャリア
教育の基本枠組みとして次の3点を柱とする明。
(1)キャリア教育は、生徒のキャリア発達を促す発達的な観点に立つ進路指導である。ここで、キ
ャリア発達とは、自己とキャリア(人生の生き方)との関係性の発達であり、生涯における個人
の職業とその社会的役割の変遷である明。
(2)キャリア教育は、生徒のキャリアに関する選択への援助、特に進路選択や教育課程の選択への
積極的な援助の過程である(9)。
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(3)キャリア教育は、職業とその社会的役割に対する理解を深め職業に対する意欲的な態度を養う
など、職業観の育成に関わる指導である。
この基樹特立みに立ち、進路指導の変遷および教育課程の選択制に関して考察を加えたうえで、
普通科高校におけるキャリア教育導入の誌題を明らかにする。本稿の誌題は次の3点である。
(1)発達的な観点から進路指導に焦点を当て、我が国における進路指導の用語の変遷と定義の二面
について発達的な観点がどのように含まれているかを考察する。
(2)選択の観点から教育課程の選択制に焦点を当て、キャリア教育と教育課程の選択指導との位窒
関係を考察する。
(3)以上の考察の上に立ち、普通科高校におけるキャリア教育導入の課題を実態調査と新しい学習
指導要領の方向を踏まえて明らかにする。
3.進路指導における発達的側面
普通科高校におけるキャリア教育導入の課題について考察する場合、まず、その基本となる進路
指導の定義を確認することによってキャリア教育との関連を考察することが必要である。そこで、
第一に、答申や学習指導要領における用語として職業指導から進路指導に用語が変更されたことが
どのように発達的な考え方と関連していたかという点、第二に、進路指導の定義に発達的観去がど
のように含まれているかという点から考察する(10)。
まず¥我が国における職業指導という用語は、戦前期の文部省等による訓令、通牒等にも見られ
たとされるが11)、戦後は我が国の教育が民主主義の確立を目指して全面的に改革されたことに伴い、
昭和2年10月12日に文部省による「学習指導要領職業指導編J(ロ)をはじめ、通達、手引きなどにこ
の用語が使われてきた(13)。このように戦後初期の段階から職業指導が推進され、産業教青発達の必
要という時代の要請を背景にして「職業指導主事jが制度化(14)された。
答申の中で、職業指導という用語が初めて進路指導という用語に変更されたのは、科学t新¥Jの振
興を主tl良とした昭和32年中央教育審議会答申においてである(叱この答申は、高等学校と中学校の
卒業者に対して、進学者には基礎学力の向上を、就職者には初級技術者としての技能の向上を巨指
し、そのための教育を期待するものであった。この答申を契機に、昭和35年改訂の高等学校学習指
導要領で、職業指導は進路指導と名称を変え、ホームルームの中で計画的に行われることになった
(的。この改訂で、進路指導はガイダンスの一部として位置付けられ、進路指導はそれ以前の職業指
導とは「一線を画するJ(1ηものとなった。
このように、就職指導を中心とした適応指導的な職業指導の考えは、進路選択のガイダンスを基
本とする発達的な考えを含む進路指導へと推移していった。そして現在では、 「進路指導とは、自
己撤念の漸進的形成、現実吟味とその職業的転化を援助する過程とされており、幼少期からの個人
と進路の関係の深化を継続的、計画的に援助するという発達的見解が主流J(18)になっている。した
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がって、本来の意味では、発達的見解に立った進路指導が現在行われるべきで、あるといえる。
次に、進路指導の定義に見られる発達的な考え方について考察する。進路指導の定義のうち、我
が国への影響が大きかったのは、スーパー (Super， D.E)による次の定義である。
「個人が自分自身と働く世界における自分の役割とについて、統合されたかっ妥当な映像を発展
させまた受容すること、この概念を現実に照らして吟味すること、および、自分自身にとっても満足
であり、また社会にとっても利益であるように、自我概念を現実に転ずることを、援助する過程で
あるJ(19)。
この定義は、ガイダンスの考えを基調にし、生徒の発達過程に対しての援助過程とする現在の進
路指導の概念の基本的な方向になった。我が国における進路指導の定義として使われてきたものは、
次の文部省『中学校・高等学校進路指導の手引~ (1977年)の定義である。
「進路指導は、生徒の一人一人が、自分の将来の生き方への関心を深め、自分の能力・適性等の
発見と開発に努め、進路の世界への知見を広めかつ深め、やがて自分の将来の展望をもち、進路の
選択をし、卒業後の生活によりよく適応し、社会的・職業的自己実現を達成していくことに必要な
生徒の自己指導能力の伸長を目指す、教師の組織的・継続的な指導・援助の過程であるJ。
この文部省の定義の特徴は、生徒が自己の進路を実現することへの援助の過程として進路指導を
発達的に捉えていることであり、これは現在までの進路指導における基本的な考え方となっている。
以上の定義は、進路指導が単に進路先の選択・決定の指導に止まるものではなく、生徒自らの発達
を促進するために学校の組織的・端機的な指導・援助の在り方を示すものであるといえる。このよ
うに、本来進路指導は、教師の組織的・継続的な指導・援助により、生徒が職業的な自己実現を達
成するために必要な自己指導能力の伸長を目指して行われるべきものである。
以上に述べたことから、歴史的には職業指導から進路指導へと用語と内容が変化したことによっ
て、進路指導が発達的な観点を包含するものとなり、進路指導の定義においても、進路指導がガイ
ダンスの考えに基づいた生徒のキャリア発達を援助する過程であるというところにキャリア教育と
の関連があることなる。したがって、用語の変化の面でも用語の定義の面でも進路指導は発達的な
側面を重視した把握がなされるべきものであり、キャリア教育と密接な関連をもった指導が重要に
なってくる。
4.キャリア教育と教育課程の選択制
従来、教育課程における選択制は、進路指導との関連で捉えられることが少なく、両者の関連は
必ずしも十分に考察されてこなかったきらいがある。実際には高等学校における科目選択指導は、
進路指導を伴って行われることが多く、科目選択と進路指導とは教育実践において切り離せない関
係にある。教育課程における選択制を生徒の側から見れば、まさしくその持点における自己の進路
決定にほかならなく、科自選択と進路選択とは密接に関連しているからである。生徒の進路希望へ
? 、
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の対応は選択制を実施するうえで最も重要な自白意事項の一つである。
高等学校では、進路選択のガイダンスは教科・科目の選択指導と関連して行われる面があり、こ
うした現実の状況が、進路指導が教育課程の選択市fJとの関連を示しているといえる。青年期の高校
生にとって教育課程の選択制は、将来の職業選択の、準備としての意義をもつものであるから、キャ
リア教育の具体的内容のーっとして、教育課程の選択制の指導が位置付いてくるのである。
そこで、キャリア教育の考えを基本にした進路指導の過程では次のように教育課程における選択
制の指導を包括して取り入れていくことが必要である。つまり、スーパーが璃撲的発達(vocational 
development)の主要段階として示したところによると、青年期は探索 (exploration)の時期であ
り、教育課程の選択は探索行動の一つに捉えられていたものである (20)。青年中期に当たる高校生
が教育課程の選択をすることは、それが職業への興味、自己の適性の発見、より現実的には志望大
学・学部、就職先の職種等といった将来の進路に少なからず関わってくるのであり、これは発達段
階における探索行動として把握できるものである。
青年中期にある高校生にとって、自己を確定すべき進路指導を伴った教育課程の選択制こそ意義
あるものであり、それによって生徒のキャリア発達が促され、主体的に進路を選択する能力が培わ
れることになる。以上の考察を踏まえて、教育課程の経営の観点から進路指導と教科・科自の選択
指導との関連をまとめ図示したものが図 lである。科目選択指導は、教育課程に位置付く全校的な
指導であり、生徒のキャ 1)ア発達を促すt栄素行動としての意味をもつものと捉えられる。
|教育目標
;匪亙]↑ 
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発達的進路指導 科目選択指導ー
-.砂岨晶岨曙・・，ー帽・・ーー幽. ~ - - -・--
キャリア教育 教育課程の選択市1I 教員
図 1.キャリア教育と教育課程の選択制との関連
5. キャリア教育の導入可書回全について
普通科高校におけるキャリア教育の導入は、進路指導の基本的方向が人間としての在り方生き方
の指導に転換されたことと、教育課程の選択制をキャ 1)ア教育との関連で位置付けていくことによ
って可能性が見えてくる。高等学校の実態を見ると現在のままの進路指導で協必ずしも容易ではな
いが、キャ 1)ア教育導入の可能性は、幾つか見出すことができる。
表1は、 N市における高等学校進E各指導の傾向をまとめたものである。各学校とも独自の冊子『進
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路の手引きJを作成しており、年度当初のホームルーム活動の時間に利用している。大学受験への
現実的な対応として、大学受験を意識した学習合宿に対してはある程度積極的であり、業者模試に
よる前年度との比較が行われ、それが進路指導の評価の役割を果たしている。ただ、発達的観点が
欠如しがちなため、マッチング理論21)的な進路指導の実践にとど、まっていたり、勤労体験学習によ
る職業観の育成は中学校の進路指導へ期待している屈がある。
N高校および、Y高校では、学年進路呂擦として、 l学年出賎業観の青成、 2学年は学部学科の選
択、 3学年は大学の決定と受験勉強というように段階別に明確な設定をしている。また、進路指導
主事j州彦は、中学校と高等学校とが合同で県全体と学区別にそれぞれ年1回開催されている。この
研修によって、中学校と高等学校が進路指導に関する情報を交換したり、互いの進路指導1お冗の理
解がなされている。
このように、独自の進路指導冊子を作成している点、学年段階の呂標設定が行われている点、県
と地区単位で進路指導主事{刑.~が実施されている点なと、には、進路指導に組織的に取り組む前向き
な姿勢が見られる。ただ、学年段階の目標設定がなされてはいても、そこには、マッチング理論的
な進路指導の考え方が主であり、発達的観点に基づいたキャリア教育に関連する発想、は現在のとこ
ろ少ないと考えられる。各高校が作成する『進路の手引き』の記載事項では、学年目標に対応して
学年が上がるほど、呉体的な大学進学情報が言己載されている(22)。
今後、 「総合的な学習の時間Jのような学年段階の指導を計画的に実施する時弘鴨が設置されれ
ば状況が変わってくる。今までは、教育課程がアカデミック教科で、満たされている場合は、キャリ
ア教育を特別活動のホームルーム活動や学校行事等の中で実施することになり困難が伴っていたが、
今後は学習指導要領の改訂によって、 「総合的な学習の時間j という新たな可能性が生まれること
になる。
表 1.高校進路指導の傾向
項目 N 高校 Y高校 M高校
年開計画 業者摸試、補習・学習合宿の日 業者復試、被習・学習合宿の日 業者機試日程の配誼、補習言十頭
程き十酒、学年段階別日係設定 認3十商、学年別段階自療設定 が中心
J旨導組織 学力問題で全教員的取り組み 学年抱導体制に任せる傾向が強 学年指導体制に任せる傾向が強
実陳の指導iま学年体制色が強い ~ ¥ い
情報提供 生徒が個別に進路室を利用 生徒が個別に進路重きを利用 生徒が個別に進路室をやJm
生徒が進路室コンビュータのイ 生徒が進路釜コンビュータのイ 資料を学級で配布
ンターネットで進路情報を検索 ンターネットで進路情報を検索
進路決定 冊子『進路の手引き.n(各学年) 冊子『進路の手引き.n(各学年) 冊子『進路の手引き.n(各学年)
への配慮 進路講演会 進路講演会 進路講演会
家庭科で菌IJ教材の活用
進路状況 (大学 19): (短大・専修 1) (大学 4): (短大・専修 1) (大学 7):(短大6):(専修 6):(就磁 1)
(N市、県立高校、 1988 年 10月訪問調査)
「 「
?
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そこで、キャリア教育が浸透していくための方法として、第一に「総合的な学習の時間」の活用、
第二に進路指導の評価について考察する。
まず、教育課程審議会答申(1998.7.29)では、 「総合的な学習の時間Jの学習活動は、 「高等
学校においては、 『課題開口や『産業社会と人間』との関連を考慮し、生徒が主体的に設定した
誠塁について知識・技能の関ヒ・総合化を留る学習や、自己の在り方生き方や進路について考察す
る学習なども、この時間において適切に行われるよう配慮することが望まれるjと述べられている。
生徒が主体的に設定した課題について知識・技能の深化・総合化を図る学習や、自己の在り方生
き方や進路について考える学習は、上記の考察を踏まえるならば、まさしくキャリア教育として取
り入れることが可能なものである。従来から、我が留の高等学校にキャリア教育が定着しない原因
として、教科制度の硬直性が批判されてきた(23)。その点、 「総合的な学習の時間」は、教科制度の
枠の外に:(+1王する時間であるから、キャリア教育が浸透する可能性が出てくると考えられる。
そのためには、冒頭の文部省委抱月究に次の方法を加えることが必要である。文部省委諮汗究で
は、職場体験学習、進路格談、上級学校見学の3つの教育活動において発達させる実践プログラム
を示している(24)。これは、キャリア発達フログラムの構造化モデルを関発し、学校種別の実践プロ
グラムの例を作成している点は評価されるものの、実際の指導では、さらに学級単位やグJi，.-ー プ単
位で実施できる職業役割に関するロールフレイや事例研究などのプログラムを取り入れるべきであ
る。
職業?娃IJに関するロールフレイや事例研究の方法が有効であることを支持する考え方の一つは、
キャ 1)ア教育に実際の意味を持たせる在り方として、 「キャリア教育は、人生の諸段階における役
割自覚や役割実演を促進する人生役割教育 (liferole education)ということができるJ(25)とい
う考えである。ここには、人生の諸段階である人が果たすことを期待されているf安割の自覚を体得
させることに意味があるとしており、役割体験としてのロールフレイが意味をもつことになる。
もう一つの考え方は、 「自らのキャリアを形成するため、積極的に選択肢の範囲を広げ、その中
から最適な選択を行い、人生を切り開くことJ(26)を意味するキャリア開発に対して、キャリア開発
教育をキャリア開発への援助であるとする考え方である。つまり、キャリア開発教育では、対偲人
援助としてのカウンセリングと対集団援助としてのガイダンスを曲変別しその両者を実践していくこ
とが必要であるという考え方である問。こうした考え方に立てば、職業?支割に関するロールプレイ
やグループ学習による事伊附究は、カウンセリングとガイダンスとの中間的?支割を担う方法として
意味をもつことになる。
第二に、こうした実践面の問題を解決し、キャリア教育と進路指導とが有効に関連するための方
法は、キャリア教育や教育課程の選択告IJを含めて進路指導の評{面を改善していくことである。特に、
「キャリア教育と教育課程の選択制j という一刻面領域を設定して重視することである。表2は、教
育課程の選択制の観点を入れて進路指導のJ制面を示したものである(28)。
? ???
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表2.キャリア教育と選択制の視点を加えた進路指導の評価
領域 評価の観点 評価
1.教育課程の選択に関する指導が生徒の進路指導と迷併し、組織的になさ 1-2-3-4-5 
キ教 れているか。
ヤ育 2進路指導と教育課程の選択制について、教務主任と密陵な連絡 協力を 1-2-3-4-5 
リ諜 とることができたか。
ア筏 3.宝徒の希望科目が変更されることなく、進路志望を満足するように科目 1-2-3-4-5 
教の の選択ができたか。
首選 4進路指導と選択科自の指導とが年間を通して計画的になされ、生誌のキ 1-2-3-4-5 
と択 ャリア発達が促されているか。
務リ 5キャリア教育の観点から見て、生徒の進路志望な十分に満足する選択科 1-2-3-4-5 
自が設定されているか。
この評価領域を加えることは、高等学校ばかりでなく、 2002年から新学習指導要領によって大幅
な選択制の導入が予定されている中学校においても必要とされるものとなるであろう。
6.今後の課題
以上、普通科高校におけるキャリア教育導入の可能注について考察した。その結果、用語の推移
の面でも用語の定義の面でも進路指導は発達的な観点からキャリア教育との関連を把握することが
できること、キャリア教育と教育課程の選択制とを関連的に位置付けることに意味があること、キ
ャ1)ア教育導入の可能性として「総合的な学習の時間jの活用と進路指導の一矧面が重要であること
が明らかになった。
今後の一課題は、第一に、 「総合的な学習の時間Jを中心に行うキャリア教育と教科学習との関連
を探ることである。特に、教科の中では家庭科にその可能性があると考えられる。なぜなら、男女
共修の必修科目である家庭科では、 「家庭と職業J r私たちの生き方と職業jなどの内容が扱われ
ているからである。表lに示した高等学校進路指導では、 Y高校が県内の家麟ヰ教員による教育研
究会が作成した家庭科資料を用いており、教科の内容に応じた教材を組織的に開発する素地がうか
がえる。現在の学習指導要領が実施された平成6年度から家庭科の男女共修カ苛子われており、今後
も「総合的な学習の時間Jと関連してキャリア教育に関する内容を扱うことが可能になってくる。
第二に、進路指導に関する現職教員の研修に関する課題である。高等学校の教員の進路指導の力
量を高めるためには、現職教員の研修が重要であることがt出請されている問。 N県総合教育センタ
でーは、 「中高連携の進路指導Jとして、 1治28の現職教員の研修カ鴻旦まれている。これは、中
学校・高等学校・特殊教育諸学校教員の希望者20名を対象とするものであり、中高連携の進路指導
の在り方、高校教青改革と中学校進路指導などに関する研修を行っている。こうした研修をキャリ
ア教育を中心とする内容で構成し、できるだけ研修の拡大化を図ることで、キャリア教育の浸透可
能性が広がってくる。キャ 1)ア教育を中心とした進路指導研修の在り方を探ることが今後の課題で
ある。
???
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(1 ) 文部省調査では、平成7年度の普通科高等学校全体のうち61.4%が職業科目を開設している。
学校関連携は、平成9年度で31都府県1市の137校で行われており、平成10年度は4府県1校
が加わっている(文部省「高等学校教育の改革に関する推進1犬況jに関する調査による)。
(2) 清水希益「日本からの問題提起j職業教育・進路指導研究会(代表仙崎武) r職業教育及び
進路指導に関する基礎自守研究(最終報告)J 1998年、 16頁。
(3) キャリア教育奨励法(1 977年)は、 1977年~1981年までの 5 カ年の時限立法で、あったが、
m長田晃之は、アメリカにおけるキャリア教育がそれで衰退したのではないことを明らかにして
いる(藤田晃之『キャリア開発教育制度石形町芋説』教育開発研究所、 1997年、 131~134頁)。
(4) {山崎武「進路指導の本質J イ山崎・野々村・渡辺『進路指導論』福村出版、 1991 年、 16~17頁。
(5) {山崎武「進路指導革新の方向j宮内博編『進路指導概論』文雅堂銀行研究社、 1980年、 384
頁。
(6) 栃木県立小山南高等学校では、昭和54年度から栃木県教育委員会指定モデルスクールとし
てキャリア教育を各学年2単位で実施していた。その後、少子化への対応と特色ある学校づく
りのため学科再編を行い、コース市IJを導入する過程で、キャリア教育の内容は、徐々に在り方生
き方の学習を中心とする進路学習に吸収されていった。
(7) ここでは、キャリア教育の基本的枠組みを本文のように把握したうえで、キャリア教育の
内容伊jを次のように考える(表3)。
表3.キャリア教育として考えられる内容例
内容 経旨 方法
iライフスタイ lレと 自己のライフスタイルを傑り キャリアに関する王将例研究、キャリアノート、自分史、
キャリア設計 キャリア設計へと向かう 20 年後の払、キャリア設計、現代社会と生涯学習
2.)往路情報・理!l..?RM 探言宗j切としての湾年J()Jの発達諜題 調査研究、話倹造、情報収集、織i易体験、大学・短大
報のiif!索 キャリア情報保索・活用 等見学、研究室訪問、~百夏、学業と埋ま~との関連、教
育Z荒波の選択指導、選択科目の符色化
3進路遺沢、生き方 自己の進路と生き方の選択および 軍主2主役割に関する事例研究、ディベート、職場体験、
選択、怠思決定 窓思決定 大学・短大等見学、研究室訪問、卒菜研究、教育課程
の選択
4人間関係とコミュ 他者との人間関係の形成、自立と 車車業役割に!渇するロールプレイ、キャリアガイダンス、
ニケーション 共生 グループエンカウンター
H滋.?Rと環境・情報 E車業と現代的線題、「総合的な学習 ディベート、コンビュー夕、インターネット、ボラン
?益性・国際理解 の時nlJとの限速 ティア、国陳交浪、線題研究、卒業研究
1 ~ 4の内容および緩旨の槌は、総菜教育・進路街導研究会(代表{山崎武)r盟主楽教育及び進路指導に関する基鎚
約五Jl究(患終報告)J 1998 iFに基づいており、他は筆者が作成したものである。
.. ~疑応時間 l主、「総合的な学留の時間 J を中心に各教科(家庭科、社会科)、特別活動(ホームルーム活動、学校行
事)を慾定している。
(8) 武衛孝雄「キャリア成熟と生き方の設計j仙崎・野々村・渡辺『進路指導論』福村出版、 1991
?
?
? 、
?
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年、 89頁。
(9) 藤田は、キャリア開発教育の基礎科噌丑みのーっとして、 「選択後の『行為Jではなく、それ
を導く『選択』自体に対して援助することjを位置付け、 「今日のキャリア開発教育はより積
極的に『選択』を援助する必要がある」ことを指摘・している(藤田晃之、前掲書、 106"-'108頁)。
(10) 本節と次節は、拙論「普通科高等学校教育課程に関する教育経営学自切汗究一教育課程経営に
おける選択制拡大の問題-J (筑波大学大学院教育石形幹!修士論文、 1992年)の64"-'73頁の記
述に基づき、キャリア教育の視点を含めて考察したものである。
(11 ) 昭和2年の文部省訓令「児童生徒ノ倍性尊重及職業指導ニ関スル件J (r{邸主ニ基キテ其ノ
長所ヲ進メ卒業後二於ケル職業ノ選択又ハ上級学校ノ選択等ニ関シテハ適当ナル指導ヲナスコ
トJ)、昭和6年の文部省主催「職業指導調査協議会J (r児童及ビ父兄ニ対シテ学校ノ系統、
種類及ビ内容ヲ知ラシメ、特ニ職業ト学校トノ関係ヲ明カニスルコトJ職業指導調査協議会答
申、中学校入試の激化への対処として)など。
( 12) 福山重~ w職業指導研究』文雅堂銀行石iJf究社、 1958年、 78頁によれば、 「職業選択能力Jと
いう言葉がこの学習指導要領によって教育史上初めて現れたとされている。ただし、筆者がこ
の学習指導要領の復刻版を調べたところ「職業を選択する能力J (23頁)という言葉だけが使
われていた。
( 13) 昭和23年2月7日に文部省・労働省による通達「新宿!中学校の職業指導に関する{牛j、昭手D24
年に文部省による「中学校・高等学校職業指導の手引」および「新制中学校・新制高等学校望
ましい運営のt鵠十」が出された。
(14) 昭和26年6月118には「産業教青振興法jが制定され、昭和25年「職業教育及び職業指導分
科審議会jや昭和27年「第2回職業・家庭科教育・職業指導研究発表全国大会Jが文部省に対し
て中学校・高等学校に職業指導専任教諭を設置することを要望した。文部省は、昭和28年に省
令によって「職業指導主事j を制度化した。この「職業指導主事Jは、昭手D46年に進路指導主
事と改称された。
(15) 変更の理由は、 「言葉のニュアンスがやや就職指導に偏る印象を与え、進路指導は別の概念
であるかのような誤った解釈がなされる傾向があったjためとしている。(岩間英太郎他『日
本における進路指導の成立と展開J日本進路指導協会、 1998年、 118真。)
(16) 名称変更の理由は、我が国の職難旨導は、ながらく織業安定行政の影響を受けており、高校・
大学への進学率が低かった時代はILO方式の職業指導がそのまま用いられたが、職業指導と
いう用語は就職指導を想起させ、生活指導も含めた人教育の観点からの教育的意義が不明確に
なる等の理由から進路指導という用語に変更したと考えられている(北脇雅男・沼崎仁『進路
指導の基礎理論』教育図書株式会社、 1965年、 5"-'6頁)。
(17) イ山崎武・野々村新『最新進路指導概論J福村出版、 1979年、 42真。その後の昭和45年と昭和
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53年の学習指導要領改訂においてもこの基本的性格は踏襲されている。
(18) {tlJ1崎武「進路指導の構造化の意義と必要性J職業教育・進路指導研究会、前掲報告書、 81頁。
(19) スーパ-w職業生活の心理学』日本職業指導学会訳、 誠信書房、 1960年、 250頁。
(Super， D.E. ， The Psychology of Careers ，Harper & Bro thers， 1957) 
(20) スーパー、向上書、 109頁。
(21 ) 個人の特性に適合した職業に就けω識業上の満足感が高くなるという個人の特性と職業の要
件との適合度を優先する考え方に立つ理論(里子淵龍雄「進路指導の理論J{山崎・野々 村・渡辺、
前掲書、 40~41 頁)。
(2) 普通科進学校としてi国五い進学先が見られるY高校の『進路の手引き』記載事項は次表のよ
うになっている。
表4.進路の手引き記載事項
字年 l学年 2学年 3学年
E望1 2 5頁 4 6頁 3 1頁
i進路と職業 1二年次の心備え 2進学について 1 )進学について
2学習と進路 3就職について i 進学に向けての心情え
主 3大学入試の住総み・現状 4大学入試の{士総みと現状 ~大学入試の現状 3センタ一試駿
な 4大学、短大、専修 各極学校 5推薦入試制度について 4縫薦入試制度 5二部進学
内 5学都・学科案内 6小論文 6奨学制度について 6文節省所管外の大学校等
~匂ご? 7経済的な条件と進路 7学賞について 8小論文の学習 7専門学校 8奨学金 9.学費
8.1年に関係する進路計画 9進路に関わる年間計画 11)就職について
9進路fii;!事室・資料室の利JlJ 10 進路箔通事室・資料室のやJJl 11)証明書の発行について
10.偏差催について 11偏差値について 3学年進路計画表 合絡体験記
jjj;路と織楽に関する説明を第 i fZ就磯について Jの小で議楽に 大学進学に!泌する具体的で詳細
手ぎ 主事に~き、生徒が織Jliと進路の関 ついての考え方を滋っており、高 な内容が全員のが;J9剖を占めてい
葬4 係を理解することができるように 平で就織する生徒を対象とした記 る。 fl[ )就職について Jで述べら
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